
館長小野村先生を悼む

中央図書館運用課長 森 上 修

わた くしたち館員に中央図書館長小野村資文教授の言卜報が伝 え られ たのは過 ぎる6月13日 の

夜半 のこ とであった。 とて も信 じがたい、あ まりに も突然の悲 しい知 らせ に しば し呆然 として

わが耳 を言牙った。

葛城 山麓の下 田の ご自宅でや す らか に先生 は逝かれた。幽明す でに相隔た り、はや五 十 日祭

も営 まれよ うとす るころおい、あ りし日の先生 を偲びい ささか ここに追慕の筆 を執 らせ ていた

だ く次第である。

想えば私がは じめて小野村先生 の馨亥欠に接 したのは今 を遡 る35年 前の たしか昭和26年4月 の

ことであった。 当時,先 生は近 畿大学法学部へ ご出講のかたわ ら,附 属高等学校普通科 の各学

年 で英語選択科 目の授業 を受 け持 たれ ていた。 当時、私 ども附属高等学校 第1学 年の普通科組

は、外国語の単位 として必修英語のほかに(A)英語講読 、(B)ドイツ語 、◎ 中国語のいずれか一つ

を選択履修す ることになっていた。先生の授業 を受け るこ とにな った私 どもの(A)グルー プは15

名 であったが、その最初 の授業 にあた って時の三代 目校長加 藤光雄先生が壮令の小 野村 先生 と

共に教室へ見 えた。

校長が わざわ ざ教室へ出向いて くる というのは きわめて異例の こ とで、何事か と一 同は頸 を

か しげた。 「本 日よ り君達 の授業 を担 当 して下 さることになった小野村先生である。先生 は本

校の創設者 ・初代校長小野村胤敏博士 の御曹子で、天中、大高 、京都帝大出の秀英であ られ る。

過分の俊 師と仰 いで、粗相のない ように」 校長はこう紹介 して教室 を出 られ た。「い ま、ご紹 介

をい ただ いた小野村 です。 固 くならずに、 これか らの一年間 まあ楽 し く愉 快にや りま しょ う」

これが教室 での先生 の第一声 であった。

先生は授業にはご 自身で編刊 されたReaderを 用意 され 、巧みな話術でわれ われ悪童 どもを引

きつけなが ら実 に懇切 に教 え られた。授業 での先生の板書の筆跡は まことに麗 しく深 く印象に

残 って いる。先生 の愛称 は 「天 ちゃん」(Emperor)で 通 っていたが、 これは清楚 な身嗜み とそ

の容姿か ら、敬仰す る先輩の誰れかがそ う命名 したの だ とい う。

先生 との最初 の出合 いは、この ように師 弟の関係か ら生 まれ たので あるが、そののち昭 和46

年6月 か らはご縁があ って私 は中央図書館長 としての要職 にあ られ た先生の もとで不 肖なが ら

15年 間、お仕 えす る光栄に浴す るこ とに なったのである。

先生は平素 、頗る勤勉 であ られたか ら、 ご病気 の とき以外は余程の ことが ない限 り、たいて

い一度は館にお見えにな り、館長室で何 か とご多忙 な公務 を遂 行 され、これが在任 中の18年 間、

づ っ と続 いた。

これ程 も長 ら く館長職 を務め られて館の運営に没頭せ られた方 は館 界でもそう多 くはないで

一10一



あ ろ う。館長 としての先生 は常 にソフ トであ り、館務 全般 をスマー トに的確に統轄 され た。

とき として、私共 は先生の頭の閃 きと回転 の早 さに戸惑 い、 ご指示 の真意 を誤 まって とんだ

しくじりを重 ねご迷惑 をお掛けす ることも多か った。 しか し、その ような時で も先生は叱責 さ

れ ることはつ いぞな く、ただ齪齪の点のみ をさ らりと諭 され るだけであった。

「従容せ まらず して 自得 を侯つ」 とい うのが私共 に対す る先生 の指導方針 であったろ うか
。

先生な きあ と、なお脆薄 な私共が今後 、この深遠 なご遣 旨に どれほ どお応 えできるかはなはだ

心 もとない限 りであ る。

ところで、わが 中央図書館の蔵書 として いささか誇 るにたる収書の一つ に西洋古版本の コレ

クシ ョンが あるが、 これは先生 が館長に ご就任以来、営 々 と今 日までほ とん ど独 力で蒐集 に努

め られ た もので、その点数 はおよそ数千に もお よぶであろ う。 いずれ専家に嘱 してその解題 目

録 を上木 し、 その全容 を世 に紹 介され る筈であ ったが 、ご計画の一歩手前で逝かれたのは洵 に

残念 なこ とであ る。

このほか、先生 は また館長 としての独 自の立場か ら、わが国の地 方史に関す る資料の蒐集 に

も意 を用い られた。全国の古書販売 目録や新刊書案 内類に くまな く目を通 され、購 入書 目を自

ら抄写 、蓄積 された と聞 く。 この地 方史 コレクシ ョンはす でに相 当彪大 な分量 に達 し、現在 で

は全国五指 の うちに数 えられ る程 に充実 しているが 、これ も先生 の不 断の熱意 とご努力が実 を

結 んだ もの といえる。

それか ら、 もう10年 ほ ども前のこ とになるが 、先生はその ころのある期間 、館長業務 の業余

の時間 に館蔵資料 をフルに活用 して熱心にあ る事 柄の調査 、研究 を続け られ たこ とがあ った。

この時の先生は館 長 としての特権 を濫用 され ることな く、あ くまで も一利用者 としての立場 を

固 く守 られていた。なかなか で きるこ とではな く、 さす が と感服 した ものであ る。

確か昭和49年 前後の3年 間ほ どであ った とお もう。それはご 自分の専攻 分野 とは異る国史文

献に関す るものでか な り熱の籠 ったご勉学ぶ りであった。 その ころ、先生 は よ く3階 の閲覧室

へ姿 を見せ られ、 目録 コーナーで 自らカー ドを検索 しなが ら盛んに メモ をとちれて書庫へ向か

われ るのが 日課 となっていた。 当初は私共 も先生が 国史資料 を渉猟 されているこ となどまった

く存 じあげなか った。

「お捜 し物 な らお手伝 い します」 と申 し入れ る と 「いや あ、ち ょっ と脇道の勉強 でね え、マ

イペ ースでや ります」 とお っしゃ り、書庫 で何時間 も過 ごされるこ とが 多か った。真夏のある

日、偶 然に も書 庫 内で、国史関係の資料 をあれ これ と物色な されている先生の うしろ姿が 目に

とまった。 ワイシャツの背 中のあた りが汗 でび っしょ りと濡 れていた。踏み台の上段 に30冊 ば

か りの専 門書が積 み上 げ られていたので、「た くさんあ るようですか ら、一 まつ閲覧室へ運 びま

しょうか」 と思わず声 を掛けて しまった。「いや あ、こっそ りや るつ もりが判か って しまったね

え。実は しば ら く歴史の勉強が した くて」 と徐 にこち らを振 り向かれ、 「いや 、 どうもあ りが

とう。 も う少 し続け ます か ら」 と軽 く会釈 された。

後に知 った ことであるが、その ころ先生は佐原系小 野村氏の家長 として、その家 系を まとめ
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られ る決心 をされ 、その準備のために基本的 な国史文献 の調査 を始め ようとな さっていたの で

あ る。 こ うして先生は次々 と館蔵資料 を博捜 され、丹 念にノー トをとられた ようで、やがて国

史分野で も相当な書誌通 にな ちれ て しまった。先生 の書庫通いが始 まって2年 ほ ど経 った ころ、

先生 か ら時折 、異体字や纂文 の難読字 につ いて意見 を求め られるこ とが あったが 、おそ ちくこ

の時 はお家累代の文書や碑碕類の読解に ご苦労 をな さっていたのであ ろう。

や がて家系の調査 、研究 もいよい よ佳境 に入 り、私 も蔭 なが らそのご完成 を願 ったこ とであ

った。昭和52年 の早春 、つ いに年 来のご苦心が稔 って 、先生 はB5判 、310ペー ジにのぼ る大 著

「小野村氏家譜並家系調査記録」を限定 出版 され た
。装偵 は佐野輝義氏が手掛け られ、糸か が り

布 表紙のなか なか に贅 を凝 らした美装 本であった。

私の知 る限 り、専門外の分野に までこれほどのエネル ギー を投 入され た図書館利用者は これ

まで先生 をおいて他にお られなかった とお もう。マナーの良い模範 的な利用者 としての館長 の

ことをいつ まで も記憶に とどめてお きたい。

館長 としての先生が その職責上 、この数年来 もっ とも気に掛けてお られ たのは書庫スペ ース

の拡 張対策 のこ とであ った。年 を追って増加 の一途 をた どる蔵書量 に対 して 、す でに書庫内が

満杯状 態に近 くなって いることを充分 にご承知で あられた先生 は、この こ とを最後 まで苦 慮 さ

れ、胸 中あれ これ と解決のための施策 をめ ぐらされて いた ようである。

今年 の4月 下旬、館長室へ伺 った私 に先生は 「積 層書庫 の件 だが 、昨年に増設 した旧34号 館

書庫 を含めてあ と何年 もつかね え」 といつ にな く厳 しいお顔 で質された。「や りくりして、あ と

3年 で しょうか」 とお答 えす ると、先生 は しば らく無言のあ と 「いよいよ行動開始の時期 が来

たかね え。再度 、収納状況 を精査 して正確 な数字 を報告 してほ しい。夏明けか らは忙が し くな

る よ」 とぽつ りとお っしゃった。

その とき運用課の閲覧係では各階書庫 内の大移動 を実施 中で、移動完 了後の分野別収容状況

の詳細 をその時点で適確 につかむ こ とはきわめてむつか しか った。

5月 の連休 が明け中旬す ぎになって 、学外か ら先生の電話が 入った。「書庫調査 の件 、で きま

したか。少 し急いで書類に して報告 して下 さい。」この ように性急 な先生か らの督促 はめず らし

く、はた と困 って しまった。これ程 までに先生が書庫 問題 に腐心 されていた とは。止むな き事

情 とは言 え、課せ られた大事 な宿題 を放置 していた ことを後悔 した。

この時ばか りは 、先生か らは じめ てか な りきついお叱 りを受 けたが 、こんなに も真 剣にこの

問題 をお考 えいただいていたのに、叡慮 を覚れず、 まつ た く不徳 のいたす ところ、本 当に頭 の

下が る思 いがす る。こ うした館の難題 をい くつか 抱 えて先生 は5月 の下旬、病 床につ かれ、再

起 を期 され なが ちつ いに不帰 の人 となられた。振 り返れば、長 ら くの間、先生 には何か とご指

導 をいただ き、また実に 多 くの教訓 を得 ま したこ とを泉下 の先生 にお礼 申 し述べ ます とともに、

今 後の館 の発展の ために もどうか ご加 護 をお願 いいたします。俄に とわのお訣れ をしなければ

な らず、哀惜 のあま りに 腸断つ思 いです。

さ ような ら先生 、寧 らかにお眠 り下 さい。

-12一


